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凡例




これは現代文學論体系　第四卷「プロレタリア文學」（昭和二十九年二月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








第四階級の文學




中野秀人







　文學も效用漸減法に支配されるものである。何と云っても文學を哺はぐくむに最も適した土地は貴族社會であつた。寢て居て食へる社會であつた。閑人の社會に文學は榮える。けれども掘り返され掘り返されする内に、此の土地に投ぜられた資本及び勞働に對する報酬は減つて来た。播かれた種が皆な烏に攫つて行かれたり、唐茄子に絲瓜へちまが實つたりして來た。そこで勇敢な人々は第三階級の土地に出掛けて行つた。そこでは見慣れぬ珍しい果實や野菜やらが出來た。今までの沈滯した恣意的な文學は、明るい伸々とした現實世界に出て來た。けれども新らしい文學も舊くならずには居ない。眞紅に咲き爛れた椿の花がぽつたりと崩れ落ちる樣に、咲き遲れたダリヤががつくり前につんのめる樣に、むれた風通しの惡い文學はしつかりと根を張った、意地の惡い、けれども「力」に滿ちた文學に變つて來た。第四階級の文學に變つて來た。が新しい土地を開拓するには忍耐と勇氣とが要る。只上面を眺めて雜草ばかり繁つて居るので早くも失望してはならない。無知な無學なプロレタリアにどんな文學が生れようか、まして日本の勞働者と來たら、物質的で飮食と色情と安價な人生觀とで固まつて居るのだから、堪らないと云ふ人は、人間の心のなかの小さい出來ごとを知り得ない人である。微動する自然の耳語を氣附かない人である。そしてまた第四階級の文學は勞働者自身によつて企てられるものだとは限らない。寧ろ一般的には文學が勞働服を着るところに意義を見る。同感或は情緖、これこそ一切の文學の核心ではないか。吾々は丹念に仕上げる花造りの樣に氣永に待たなければならない。と云つて私は決して文學が階級的意識によつてのみ成長するものだと主張するのではない。そして又此の新文學が、過去一切の文學に卓越したものだなどと思ふものでもない。只此の新らしい處女地に生え出でんとする文學に對して、多大の希望と喜びを禁じ得ない者である。

　文學は全人類の精神の糧である。そして文學はそれ自身に於て正義と自由との味方である。解放が文學の本質である。さればその美的觀照が虐げられた第四階級に行かうとするのは當然の事であらう。文學が勞働と苦難とを愛する樣になつたのは何が故か？　文學は常に虐げられたる者の内に巢食つて解放の口火を附ける。文藝復興も佛蘭西革命も露西亞革命も皆な文藝を背景として演ぜられた。人類の歷史に永遠に波打つデモクラシーの力も、不平等を覆へさうとする文學の呼號によつて律動化された。然し文學は方便ではない。だから自由平等の社會が生れた時に文學は益々光るであらう。けれども果して自由平等の社會が實現され得るものであらうか。自我と社會との合致は如何なる意味に於て如何なる形式に於てなさるべきか？　之等は社會政策や哲學の論議にまかせよう。吾々が現實に文學を考へるに當つての問題ではない。文學は實感そのものである。文學はイデオロギーと同意義のものであつてはならない。文學は常に正義と自由とに行くけれども、正義と自由とに囚われはしない。故に文學の價値はその感情の聰明さの程度によつて判断せられるとも云へる。がさて吾々の文學に對する興味が、第四階級に觸れる時に最高潮に達するのは何が故か。それは之が全く新しい文學だからである。そして吾々の感情が第四階級に對する熱愛に燃ゆるからである。今や第四階級を除いては文學の行くべき道はなからう。それは水の低きに就く樣に文學の本流となつて茲に流れ落ちて來る。これには色々の異存もある事であらう。けれども事實が之を證明しつゝある樣である。日本に於ても二葉亭や啄木の方が、漱石や樗牛のものよりも現代人により多くの感銘を與へんとする傾向がある。猫の道化や瀧口の煩悶は、エンヂンやべルトが騷音を立てて居る現代生活に於て緣遠い所がある。國内革命國際革命社會鬪爭の活劇が演ぜられて居るのに、吾々は何を以て之に盲すべきであらうか。それにしてもあるが儘の世界をカットし來つて、現代の惱みもさては希望も指示し得る文學は現れないのか。月見れば千々に心の碎くる微溫さであつてはならない。ロシヤを見よ。ロシヤは形に於て破れたけれども魂に於て全からんとする槪がある。汝の手惡を爲さば切つて捨つ可しと云ふ諺があるが、あこがれの文學は早くも民情派のセンチメンタリズムを突破して、社會鬪爭の舞臺に上つた。深刻失望亢奮繊細次第にもつて行くモダニストの行き方は、社會制度の眞髓に觸れねばやまぬ。インテリゲンチャの幻滅を歌ったチエホフは、現實の荒野を跣足で彷徨つた翼なき天才であった。モウパッサンの「笑ひの中の淚」に對してその「淚の中の笑ひ」は如何に画白く階級の相違を物語つて居るではないか。更に血で以て「意力」の壯美を描いたゴルキーの現實は「曾て人間であつたところの動物」の旗揚物語である。然も彼等の主觀は客觀の全き姿と一致することによつて現はれて來た。色彩の豐富な事、官能の銳敏な事、彼等の偉大なる所は現代ロシヤを導いた、或は導かなかつた所にあるのではなく、その藝術のすばらしい描寫力にあるのである。わが文壇でも此のロシヤ交學に影響されつゝあるものが相當多いやうである。けれども是等の人達のものは階級的に見て現實味の足りない所がありはせぬか。今明日の生活を、其の時の衝動に托して、平氣で或は懺悔してお祈りして暮して行くところに、何だかあつけない所がありはせぬか。ロシヤが西歐の文學を咀嚼して自分のものにして行つた樣に、吾々はロシヤの文學を咀嚼して自分のものにして行かなければならぬ。

　今や第四階級の文學は耕されんとして居る。如何なる勞力と道具とを以てすべきか？　獨立自尊の意氣、いかなる强制にも屈せぬヒロイズムが最も必要である。無力の善人である事は、强力なる惡人である事と同じ位ゐ障害である。たとひその思想が如何に幼稚であつてもよい。否幼稚なればこそ眞摯、常に現實の重大問題にぶつかつて來る。實際此の子供らしさ程恐るべきものはなからう。此の點に於ては貴族文學と相似たものがある。第四階級の文學は何處までも子供らしい所に强味を有する。此の子供らしさこそ現狀不滿、飽くなき知識欲に驅らるゝ原因となるのである。かくして社會組織に對する究明こそ第四階級文學の特質となつて來るのである。固より藝術は永遠の感興を唯一の資本とすべきであらう。けれども何事をも究め盡さうとする事は、此の感興を强める所以ではないか。畫を描くに當つても、解剖學の知識が必要である樣に、文學をやるにも社會組織に對する見識は必要である。殊に現代に當つてはあらゆる科學が焦點に集つて燃えようとして居る。道德や宗敎や政治にしても經濟的根據の理解なしに知る事は出來ない。眞に社會組織を知ると云ふ事はそれが藝術であらう。吾々は小さい藝術をぶつこはして大きな藝術を創らなければならぬ。

　第四階級の文學は、泣言を云つたり失戀したり貧窮したりする者への同情であつてはならない。何麽どんなに悲しい事辛い事があらうとも、白を切つて澄まして客觀的で居なければならぬ。現代人は何處までも現代の冷酷さに對應するだけのエゴイストでなければならぬ。此のエゴの重荷に堪へない人は、路傍に坐して悲しむ事なく猜むことなく、通行者を眺めるがよい。懺悔などは爲ない方がいゝ、亦ほんたうに出來るものでもなければ、ほんたうに聞いて吳れる人もない。現實に降つてもならないが現實を踏み外してもならない。吾々は一切の救を社會的究明以外に求めてはならない。自己を凝視してぢつと考へるべきで、救云々を云ふ改造論者は間違つてゐる。「自分の事は自分でお考へなさい。」之は近代の作家が、樣々の口調で、樣々な場合に使ふ言葉である。何と云ふ冷淡な挨拶であらう。けれどもこれこそ尊い親切な言葉であり、吾々は人の前に出る時に淚を拭いて居なければならぬ。さうしなければ恥を搔くのも同然である。只一人で何等の資產もなく世界を相手に生きて行く者にとつて、どんなにか「力」が要る事であらう。第四階級はかくして此の孤獨と云ふものを築き上げて行くものである。彼等は自らの手を以て自ら食つて行くのである。「自分の事は自分で考へなければならぬ」とはプロレタリアの日常である。かの Into the people と云ふ言葉は、總ての人は何等かの生產に與からなければならぬと云ふ强い責任觀を含んで居る。第四階級の文學は同情や哀願の文學ではなく、反抗鬪爭の文學である。少しも弱味を見せてはならぬ文學である。苦蟲を嚙み潰して居なければならぬ文學である。茲に第四階級と云つても外面的に見ただけでは足りない。偉大なる作家は常に第四階級に居り、醒めたる人は常に精神上のプロレタリヤである。心の貧しきものが文學の本質である。が衣裳までも第四階級のものを纒つて來ようとする所に現代の意味合ひがある。トルストイよりもドストエフスキーの方が吾々には懷しい。ホイットマンやトラウベルの詩にはむしろ趣味性としての民主化をみとめる事が出來るであらう。實に文壇の本流は第四階級を透して正義と自由とに憧れて流れる。

　これは第四階級の偏見に囚はれて了つた私の文學觀であらうか？　けれども Into the people と云ふ言葉を熱愛する私には致し方がない。第四階級の文學は意地惡るでもあれば、モウビットでもある。生存競爭弱肉强食の一切の矛盾と不合理をばその究極に於て見守つて居る。國際聯盟が旣成勢力による思想專制である事をよく知つて居る。正義と自由とを主張するけれども、それは同情したり慰め合つたりすることではない。理想や愛を抱いて居るけれども、現實だけしか語らない。虐げられたる者を、忠實に虐げられた者として見る、それを虐げられたる者への唯一の聲援だと心得て居る。誇張された感情の中で作者が泣いたり笑つたりする事を最も恐れる。冷靜な心で何事でも堪へて行かうとすると同時に一切の藝術が議論や主張でないことを知つてゐる。ミレーが只の百姓であつたなら、その傳統的力は失はれてゐる。ゾラは只の物見高いリアリストではなかつた。美！　實に美こそ、亦第四階級の熱愛するものではないか。生活の苦鬪に惱まされた第四階級は、唯一の活路として美の世界に慰めを求めようとする。彼等の美には贅澤な撰り好みがない。切實だから光る。眞劍だから徹して居る。解放された美である。かくして文學は第四階級によつて再生する。

（大正九年九月　文章世界）
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